ラット大脳基底核急性スライス標本における自発性神経活動の誘導 by 二階堂 宗行
2012 年度 修士論文要旨 
ラット大脳基底核急性スライス標本における 
自発性神経活動の誘導 
関西学院大学大学院理工学研究科 
情報科学専攻 工藤研究室 二階堂 宗行 
 
運動制御や感情の情報処理といった脳の高次脳機能の実現には，大脳基底核と大脳皮質との相
互作用が重要であると考えられている．線条体は大脳基底核の一部であり，基底核外部からの入
力を基底核内に送り，基底核内で処理した情報をさらに外部へ発信するインターフェイスとして
の役割を果たしている．つまり，高次中枢と運動機能，情動系との入出力装置になっており，こ
の回路の特性を解明することは脳の機能の解明にとって重要である． 
大脳基底核は線条体，淡蒼球，黒質，視床下核の４つの神経核から成り立っており，大脳基底
核に入力された情報は出力されるまでに，直接路と間接路の回路を通ることが解明されているが，
これらの主要な経路の概略が判明していると考えるべきであり，大脳皮質と大脳基底核の機能的
接続が詳細に究明されているとは言えない．大脳皮質・海馬と大脳基底核との入出力関係を解析
することは脳の高次機能を解明し，調整型の脳‐機械インターフェイス（Brain-Machine 
Interface, BMI）をはじめとする神経接続機器開発を目指す上で重要である．この目的のために
大脳基底核・皮質・海馬を含む脳の広域な範囲を解析するための系が必要となる．本研究ではラ
ット大脳の広域な範囲を含む矢状面切断の急性スライス標本を調整した．矢状面を切り出す位置
を外側部，中間部，正中部と分割して急性スライス標本を調製し，脂質性のインドカルボシアニ
ン (1,1'-dioctadecyl-3,3, 3', 3'-tetramethylindocarbocyanine perchlorate，DiIC18(3)または
DiI)蛍光色素により広域大脳スライスを染色し,皮質‐線条体及び海馬‐線条体における経路の
可視化を行なった.結果として，正中より 2.5 から 3.5 mm 程度外側の中間部矢状断面スライス
標本において，皮質-線条体の結合が密であり，海馬と線条体の間にも間接的な経路が認められ
た．また，それぞれの切出し位置における急性スライス標本にて自発性電気活動を解析した結果，
中間部の範囲から得たスライス標本において，大脳基底核領域での自発性電気活動が最も頻度良
く観察された．自発性電気活動は線条体周辺でしばしば観測されたが，線条体そのものの内部と
海馬領域ではほとんど観察されなかった．そこで，機能的に活動可能な神経シナプス接続をでき
るだけ活性化する目的で，Mg2+除去条件で神経電気活動を計測した．Mg2+除去条件により，線
条体においても自発性電気活動が発現し，時間と共に活性化した．この結果は，この条件下での
スライス切片がシナプス伝達の調節によって活性化する回路を含むことを示唆している．Mg2+
除去条件による自発性電気活動も中間部の範囲から得られた標本において顕著であり，この範囲
に皮質‐線条体の機能的接続と海馬との間接的な接続が存在し，神経活動依存的な可塑的変化が
起こることが示唆された． 
